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慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
投
稿
規
定

一
、��
投
稿
は
、
本
会
通
常
会
員
に
限
る
。
た
だ
し
、
投
稿
以
外
に
、

会
員
ま
た
は
非
会
員
に
執
筆
を
依
頼
し
た
論
文
・
書
評
・
紹

介
等
を
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
る
。

二
、��

使
用
言
語
は
、
日
本
語
・
中
国
語
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。
た

だ
し
、
漢
字
体
は
、
常
用
漢
字
体
（
新
字
体
）、
正
字
体
（
旧

字
体
）、
簡
体
字
、
繁
体
字
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、��

投
稿
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
事
務
局
（
機

関
誌
担
当
）
宛
〈gakkai@

keiochina.jp

〉
に
行
う
。
締
め

切
り
期
日
は
、
毎
年
七
月
末
日
と
す
る
。
投
稿
エ
ン
ト
リ
ー

に
あ
た
っ
て
は
、
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ

イ
ト
（http://w

w
w
.keiochina.jp/top5-chugokugakkai.

htm
l

）
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
す
る
。

四
、��

投
稿
原
稿
の
締
め
切
り
期
日
は
、
毎
年
九
月
末
日
（
当
日
消

印
有
効
）
と
す
る
。

五
、��

投
稿
原
稿
は
、
本
文
・
注
・
図
版
等
を
あ
わ
せ
て
、
四
〇
〇

字
詰
め
原
稿
用
紙
で
五
十
枚
、
二
〇
、〇
〇
〇
字
と
す
る
。

六
、
投
稿
原
稿
は
、
次
の
二
種
類
を
提
出
す
る
。

　
　

⑴　

��

紙
媒
体
（
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
）

　
　
　
　

�

追
跡
可
能
な
配
達
の
記
録
を
有
す
る
方
法
で
下
記
ま
で

提
出
す
る
。

　
　
　
　

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
事
務
局
（
機
関
誌
担
当
）
宛

　
　
　
　

一
〇
八－

八
三
四
五　

　
　
　
　

東
京
都
港
区
三
田
二－

十
五－

四
十
五　

　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
中
国
文
学
専
攻
研
究
室
内

　
　

⑵　

電
子
媒
体
（
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ル
）

　
　
　
　

電
子
メ
ー
ル
に
添
付
す
る
方
法
で
下
記
ま
で
提
出
す
る
。

　
　
　
　

�

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
事
務
局
（
機
関
誌
担
当
）
宛

〈gakkai@
keiochina.jp

〉

七
、��

投
稿
原
稿
提
出
の
際
に
は
、
投
稿
エ
ン
ト
リ
ー
後
に
事
務
局

（
機
関
誌
担
当
）
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
投
稿
者
・
投
稿
原
稿
情

報
」（
別
紙
）
を
紙
媒
体
と
電
子
媒
体
の
そ
れ
ぞ
れ
に
添
え
て

提
出
す
る
。

八
、��

執
筆
者
に
よ
る
校
正
は
、
再
校
ま
で
と
す
る
。

九
、��

執
筆
者
に
は
抜
刷
二
十
部
を
進
呈
す
る
。
抜
刷
の
追
加
注
文

は
自
己
負
担
と
す
る
（
一
冊
一
〇
〇
円
）。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
年
次
大
会
研
究
発
表
に
関
す
る
内
規

一
、��
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
年
次
大
会
で
は
、
中
国
文
学
・
哲
学
・

史
学
・
語
学
・
日
本
漢
学
等
に
関
連
す
る
研
究
発
表
を
お
こ

な
う
。
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二
、��

研
究
発
表
の
応
募
は
、
本
会
通
常
会
員
に
限
る
。
た
だ
し
、

応
募
に
よ
る
研
究
発
表
以
外
に
、
会
員
ま
た
は
非
会
員
に
研

究
発
表
あ
る
い
は
講
演
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
る
。

三
、
使
用
言
語
は
、
日
本
語
・
中
国
語
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

四
、��
研
究
発
表
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
事
務
局

（
大
会
担
当
）
宛
〈gakkai@

keiochina.jp

〉
に
お
こ
な
う
。
締

め
切
り
期
日
は
、
毎
年
四
月
二
十
日
と
す
る
。
エ
ン
ト
リ
ー
に

あ
た
っ
て
は
、
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.keiochina.jp/top5-chugokugakkai.htm

l

）

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
す
る
。

五
、��

研
究
発
表
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に
お
け
る
協
議
を

経
て
、
決
定
す
る
。

六
、��

研
究
発
表
時
間
は
、
原
則
と
し
て
、
発
表
二
十
分
、
質
疑
応

答
十
分
と
す
る
。
た
だ
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾

中
国
文
学
会
事
務
局
（
大
会
担
当
）
か
ら
正
式
に
通
知
さ
れ

る
。

�

二
〇
一
八
年
七
月
七
日　

改
定


